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フランシス・エドワード・ウィッツは生涯で90冊ものノー
トに日記を書き残したというほどの筆まめな人物。この
本＝写真右＝は、地域活動に積極的に従事していた彼の
日記をまとめたもの。19世紀前半のコッツウォルズの様
子が詳細に書きとめられている。
『The Diary of a Cotswold Parson』  Edited by David 
Verey / Amberley Publishing ￡12.99

アフタヌーンティーも
楽しめるラウンジ。
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マナーの裏庭にはりんご、なしなどの果樹
が植えられている。

英国らしいのどかな田園風景の中で味わう安らぎ、きめ細やかなもてなし、

そして洗練された食事…。ローズ・オブ・ザ・マナーは、コッツウォルズで

の滞在を考えた時、我々が求める期待を十分に満たしてくれるホテルのうち

の一つだ。静かに時が流れ、心身ともにくつろいでいく感覚が得られる数少

ない場所といえる。今回は現代人にとって格別の贅沢ともいえる、癒しのひ

とときを存分に味わえるこのホテルを征くことにしたい。

●征くシリーズ●取材・執筆・写真／本誌編集部

昨年前半に全面的に改装し
たという客室は、それぞれ
内装が異っており、こだわ
りの家具やリネン類が備
えられている。リネンや
ソファは、木製の家具と
合わせるように落ち着い
た色調。各部屋にはフ
ラットスクリーンテレ
ビ、DVDプレイヤー、

iPodマシーンなど
現代機器も完備
されている。
支配人のヴィ
アンキ氏が旬
に合わせて選
ぶというオー
ガニック果実
のジュース、南
仏、プロヴァンス

地方の自然派化粧品
ブランド、ロクシタンのアメ
ニティが宿泊客に好評という。

（写真はすべて Lords Bedroom） 
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取材班を案内してくれた支配人のヴィアンキ氏。
彼の立つ玄関口には、第二次世界大戦中、カナ
ダ陸軍隊の大型車がぶつかったことによるアー
チの歪み（頭上辺）がそのままに残されている。

イタリアを中心とした小規模ワイナリーから取り
寄せるという、オーナーこだわりのワインは 200
種類以上とのこと。

各部屋には番号でなく、ウィッツ家を始め、
牧師館時代にこの建物に住んだ人々の名前
が付けられている。
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Lords of the Manor
Upper Slaughter, 
Near Bourton-on-the-Water, 
Gloucestershire GL54 2JD
TEL: 01451 820243
FAX: 01451 820696
E-Mail: enquiries@lordsofthemanor.com
www.lordsofthemanor.com

 アクセス
車　ロンドン市内より車で約２時間。A40を
西方面に進み、A429へと右折。そのまま北

上し、Lower Slaughter方面の表示が見えたら左折。
そのまま Upper Slaughter方面に直進。

鉄道　パディントンよりファースト・グレイト・ウエスタン鉄

道の Hereford行きに乗車。Moreton-in-Marshで下車。駅から
ホテルまではタクシーを利用。駅への到着時間をホテルに知らせれば

タクシーを手配してもらえる。www.fi rstgreatwestern.co.uk

 その他の施設
ビジネスミーティングにも適

したプライベートルームもあ

り。ラウンジでアフタヌーン

ティーのみの利用も可（要予

約）。夏など晴れた日には庭

のテーブル＝写真左＝で楽し

むこともできる。
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 料金
Lords Bedroom ￡362
Rectory Bedroom ￡303
Manor Bedroom ￡255
Cotswold Bedroom ￡220
Country Bedroom ￡191
＊料金は基本的に朝食付き１泊１部屋あたり（税込み）。会計の最後

にサービス・チャージ 10％が追加される。宿泊に土曜日が含まれる
場合は最低２泊からの予約のみ可能。

＊季節によっては、お得なキャンペーンなども行っているので、そ

の都度ホームページ（www.lordsofthemanor.com）にて確認すること
をお勧めする。

＊この情報は 09年１月 12日現在のもの。料金は変更になる可能性
もあるので、予約の際は事前確認を！

敷地内に流れるアイ川。川に
添って整えられた散策道を歩
けば、田園風景を眺めながら
隣のローワー・スローターま
で足を伸ばすことが出来る。

最大 60名のゲストを収容できるダイニングルーム

「ローズ・オブ・ザ・マナー」は、その食事のレベルの高さでも宿

泊客を魅了し、リピーターを多数抱えているという。キッチンを

担当するのは、一昨年、スコットランドの名門ホテル「グレナップ・

カッスル」のレストランにてミシュラン１つ星を獲得したシェフ、

マット・ウィードン氏。昨年春より彼をヘッドシェフとして迎え、

同氏による上質なフレンチ・コースを提供している。宿泊客はコッ

ツウォルズ近辺のローカル食材を使ったシェフこだわりのフレン

チ・メニューを堪能することができる。ウェイターらのサービス

も行き届いたこのレストランでの食事は、ローズ・オブ・ザ・マナー

での一夜を、より思い出深いものにしてくれること間違いなし。

ロンドンの一流レストランにもひけを取らない上品な味と工夫に、

取材班も心を打たれたアラカルト・メニューをここに紹介しよう。

プレスターター
として出されたグ
リーンピースとハ
ムのスープ＝写真
左。手作りチョコ
レートなどが並ん
だ一口サイズのプ
チフール＝同右。

Hot Chocolate Fondant, Vanilla Ice Cream
チョコレート・フォンダン、バニラアイス添え

苦味のあるチョコレートスポンジ生地の中か
ら、あつあつのチョコレートクリームがトロリ
と流れ出る。冷たいバニラアイスと好バランス。

Banoffee Pie Parfait, Banana Sorbet
バノフィーパイパフェ、バナナシャーベット添え

バノフィーパイは洗練された見かけながらも、
どこか懐かしい味わいでもあった。甘いもの好
きにはたまらないデザート。

Tea Smoked Mackerel, Potato Mousse, 
Roasted Artichokes
サバの燻製、ポテトムースとアーティ
チョーク添え

燻製サバとポテトのなめらかなムース。酸味の
強いアーティチョークのローストがサラダ全体
を引き締める絶妙なアクセントになっている。

Apple Braised Pork Belly, Seared Scallops, 
Quince Puree
豚の脇腹肉のりんご煮込みとホタテのたたき、
花梨ソース添え

脂がたっぷりとのった豚の脇腹肉と、表面がこ
んがりと焼き上がり、中はジューシーなホタテ
とが絶妙な調和を見せる一品。

B r a i s e d  B l a d e  o f  B e e f ,  
Pomme Anna,  Red Wine 
Sauce
牛の肩肉の煮込み、赤ワイ
ンソース添え

牛の肩肉はとろける一歩手前の
上品な柔らかさ。上質な素材そ
のものが軽く合格点を超えてい
たが、一流シェフ！と思わずう
なってしまった味の決め手はそ
のソース。濃厚に煮詰められた
赤ワインが、肉の旨みを２倍、
３倍も引き出していた。左側に
見えるのは、スライスしたじゃ
がいもをたっぷりのバターを使
い何層にも重ね、ミルフィーユ
のように仕上げた付け合わせ。 

Pan Fried Fillet of Sea Bream, 
Shellf ish Risotto, Vermouth 
Sauce
鯛のフィレと貝のリゾット、
ヴェルモットソース添え

主役の鯛は表面はかりっ、中は
口の中でほろりとほぐれていく
柔らかな仕上がり。その付け合
わせは貝の旨みがたっぷり効い
たリゾット。ふわふわに泡立っ
た白ワインベースのヴェルモッ
トソースが味全体のまとめ役と
なっている。鯛は塩味がやや
濃い味付けながらも、リゾット
やソースと絡めて食べることに
よって、不思議なほど心地の良
い塩加減になっていった。シェ
フの絶妙なさじ加減に恐れ入っ
た一皿。　

窓越しに広がる庭園を眺めながらゆった

りと味わうアフタヌーンティーのおいし

さは格別だ。茶葉は 20種類もの中から
選ぶことができる。フル・アフタヌーン

ティー ￡17.95（受付時間：月～土 2:30
～ 5:30pm、日 3～ 5:30pm＊要事前予約）


